
 

 

１ 

                        さ情審査答申第１０号 

                        平成１５年５月１３日 

 

 さいたま市長 相 川 宗 一 様 

 

                さいたま市情報公開・個人情報保護審査会 

                      会 長  小 池 保 夫 

 

答 申 書 

 

 平成１４年４月２５日付けで貴職から受けた、市総合振興計画策定市民懇話

会への応募者（２５９名）に係る性別・年令・職業等の区分データ＜総合政策

部企画調整課＞（以下「本件対象行政情報」という。）の非公開決定（以下「本

件処分」という。）に対する異議申立てに係る諮問について、次のとおり答申

します。 

 

第１ 審査会の結論 

本件対象行政情報につき、さいたま市情報公開条例第７条第２号の規定によ

り、非公開とした決定は妥当である。 

 

第２ 異議申立人の主張の要旨 

 １ 異議申立ての趣旨 

   本件異議申立ての趣旨は、さいたま市情報公開条例（平成１３年さいた  

ま市条例第１７号。以下「条例」という。）第６条第１項に基づく本件対  

象行政情報の公開請求に対し、平成１４年１月２１日付けさ政広収第２５

０号により、さいたま市長（以下「実施機関」という。）が行った非公開

決定について、これを取り消すとの決定を求めるというものである。 

 ２ 異議申立ての理由 

   異議申立人が主張する異議申立ての主たる理由は、異議申立書によると、  

おおむね以下のとおりである。 

   本件処分の理由について、「条例第７条第２号に該当」、「特定の個人

を識別することができる個人情報であるため」とされていたが、条例の理

念に基づき部分公開原則を適切に適用するならば、市民懇話会応募者リス

トのうち「関心のあるテーマ」欄のみを公開することは、個人識別性がな

く当事者のプライバシーを不当に侵害することにもならないので、「関心

のあるテーマ」欄は条例第７条第２号に該当せず、したがって本件処分は
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条例の解釈と運用を誤った違法なものであり、取り消されるべきである。 

 

第３ 実施機関の説明の要旨 

  実施機関は、非公開理由説明書及び口頭意見陳述において、次のように説

明している。 

 １ 市民懇話会応募者リストの中には、番号、通番、当落、氏名、ふりがな、

区、郵便番号、年齢、性別、職業、日中連絡先、関心のあるテーマ、備考

欄が記載されている。しかしながら、異議申立人からは本件対象行政情報

のとおり「関心のあるテーマ」欄は、公開請求がなされておらず、情報公

開請求の対象外情報である。 

 ２ 本件対象行政情報の名称に「等」とあるが、この「等」という言葉は、

一般的に同類の他のものを省略するときに用いているものであり、重要と

判断されるもの、相手方に伝えなければならないものに使用することはな

く、「等」の中に「関心のあるテーマ」欄が含まれていると解釈すること

は無理がある。 

 

第４ 審査会の判断の理由 

１ 本件において、行政情報公開請求書には「公開請求に係る行政情報の名

称又は内容」として「市総合振興計画策定市民懇話会への応募者（２５９

名）に係る性別、年令、職業等の区分データ」と記載されている。実施機

関は、この「等」には「関心のあるテーマ」欄は含まれないと解釈し、本

件異議申立てを不適法な異議申立てであると意見を述べている。 

しかし、実施機関は市民懇話会応募者リストが公開請求の対象となって

いる行政情報であると判断しているのであり、応募者リストには「関心の

あるテーマ」欄も応募者のデータとして存在するのであるから、この「関

心のあるテーマ」欄も応募者の区分データとみる方が自然である。少なく

とも、公開請求書を前記のとおりの記載で受け付けている以上、公開請求

者に確認もしないで「関心のあるテーマ」欄を請求の対象となっていない

と判断することは、補正の指導を実施機関に求めている条例（第６条第２

項）の趣旨に反すると考える。 

２ したがって、実施機関の本件処分は、「関心のあるテーマ」欄について

も非公開決定をしたものと解さざるを得ない。当審査会は、この「関心の

あるテーマ」欄は「特定個人を識別することはできないが、公にすること

により、なお個人の権利利益を害するおそれがあるもの」（条例第７条第

２項）に該当すると考えるので（同一の異議申立人にかかる２００２年２

月６日付け市総合振興計画「市民懇話会／応募者リスト」部分公開決定処
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分に係る異議申立てに対する、平成１４年１２月１８日付けさ情審査答申

第５号に判断を示したとおりである）、実施機関がこの欄も非公開とした

こと自体は妥当と考える。 

そうすると、非公開決定通知書において、非公開理由を「さいたま市情

報公開条例第７条第２号に該当（改行）特定の個人を識別することができ

ることとなる個人情報であるため」と記しているため、理由に齟齬を来た

すことになる点が問題となるが、同一の異議申立人にかかる前記異議申立

ての前提となっている非公開決定通知書において、「関心のあるテーマ」

欄は「特定個人を識別することはできないが、公にすることにより、なお

個人の権利利益を害するおそれがあるもの」（条例第７条第２号）に該当

するとの実施機関の考え方が示されており、実質的に異議申立人には理由

が示されていると解することができるので、当審査会は理由に齟齬を来た

すことをもって、処分を取り消すべきものとは考えない。 

３ よって、本件異議申立ては理由がないので、当審査会は、前記第１の結

論のとおり答申するものである。 

 

第５ 調査審議の経過 

当審査会は、本件諮問事案について、次のとおり、調査審議を行った。 

 

① 平成１４年 ４月２５日 諮問の受理 

② 同 年  ５月２３日 実施機関から理由説明書を受理 

③ 平成１５年 ２月２０日 審議 

④  同 年  ３月２０日 実施機関からの意見聴取及び審議 

⑤  同 年  ４月２３日 審議 

 


